
平成２９年度　「保育士等キャリアアップ研修（県事業名：保育エキスパート等研修）」指定一覧　（横浜市主催分：障害児保育分野）

1 障害の理解　基礎編

横浜市総合ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ
療育課長　田川　久美子氏

よこはま港南地域療育センター
通園課長　石井　祐美子氏

障害児保育に必要な基礎的な知識につい
て、広く習得することを目的とします。
・障害児保育の基本的な考え方
・知的障害の基礎知識と支援の基礎
・肢体不自由の基礎知識と支援の基礎
・保護者支援の基本的な考え方

講義及び
グループ討議

３時間 １日
7月8日（土）午後
7月18日（火）夜間
11月17日（金）午後

横浜市技能文化会館
（住所）横浜市中区万代
町
２－４－７

各回
１００人

2
自閉症スペクトラム障
害の理解（知的障害

編）

横浜市総合ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ
通園課長　神田　由美氏

自閉症スペクトラム障害（特に知的な遅れ
を伴う場合）の基本的な特徴と対応を学ぶ
ことを目的とします。
・自閉症スペクトラム障害の基礎知識
・分かりやすい保育の環境づくり
・子どもと通じ合うための支援の方法
・困った行動の考え方と支援の方法

講義及び
グループ討議

３時間 １日
6月24日（土）午後
7月10日（月）午後
10月31日（火）夜間

横浜市技能文化会館
（住所）横浜市中区万代
町２－４－７

各回
１００人

3
自閉症スペクトラム障
害の理解（高機能編）

横浜市西部地域療育センター
ぴーす鶴ヶ峰園長　関谷由美
氏

横浜市戸塚地域療育センター
ぴーす東戸塚園長　中村 泉氏

自閉症スペクトラム障害（特に知的に遅れ
のない場合）の基本的な特徴と対応を、園
内で起こり得る具体例を通じて学びます。
・自閉症スペクトラム障害の基礎知識
・3歳児クラスでの課題と対応
・4歳児クラスでの課題と対応
・5歳児クラスでの課題と対応

講義及び
グループ討議

３時間 １日
7月18日（火）午後
10月17日（火）夜間
10月31日（火）午後

横浜市技能文化会館
（住所）横浜市中区万代
町２－４－７

各回
１００人

4
インクルージョン保育

の実践

横浜市総合ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ
ぴーす新横浜園長　日戸由刈
氏

横浜市総合ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ
学齢後期支援室
心理士　　白馬　智美氏

発達が気になる子どもに対する「インク
ルーシブ保育」の考え方に沿って、実践的
で具体的な対応法や工夫を学ぶことを目
的とします。
・身辺自立と遊びへの支援
・社会性とｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝへの支援
・集団生活への支援
・行動上の問題への支援
・保護者とのコミュニケーション

講義及び
グループ討議

３時間 １日
6月13日（火）午後
10月23日（月）午後
11月17日（金）夜間

横浜市技能文化会館
（住所）横浜市中区万代
町２－４－７

各回
１００人

5

障害児保育を考える
～保育のユニバーサ
ルデザイン化を目指し

て～

横浜市総合ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ
センター長　小川　淳氏

障害児や気になる子どもが一定数必ず存
在する集団において、保育をどのように展
開していけばよいかについて、みんなに分
かりやすい保育＝保育のユニバーサルデ
ザイン化をキーワードに学ぶことを目的と
します。
・障害児保育の基本的な考え方
・集団における障害児保育
・保護者支援の考え方
・みんなに分かりやすい保育とは

講義及び
グループ討議

３時間 １日
6月13日（火）夜間
10月17日(火）午後
11月9日（木）午後

横浜市技能文化会館
（住所）横浜市中区万代
町２－４－７

各回
１００人

6 リーダー研修
横浜市総合ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ
センター長　小川　淳氏

障害児保育の指導計画、記録及び評価や
家庭及び関係機関との連携等を学びま
す。
・地域の専門機関等との連携及び個別の
支援計画の作成
・他職種との協働

講義・演習及び
グループ討議

３時間 １日 11月30日（火）午後
横浜市技能文化会館
（住所）横浜市中区万代
町２－４－７

３００人

１８時間

開催日程時間

※ 保育士等キャリアアップ研修の修了証の交付を受けるためには、１～６すべての研修を受講する必要があります。

講師名 研修形態 会場研修名 内容 日数 定員総時間数


